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波佐見高校　美術・工芸科２年
島﨑 瀬璃伽
しまざき　せ　り　か

今月の
はさみの人 さん

令和4年度 第55回 佐世保美術展 デザイン部門 佐世保美術振興会賞 『それ』

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
？

南小６年生　議場へ

ここに
注目！

町へのおもい語る

毎日ニュースで取り上げられるロシアのウクライナ侵攻に関するニュース。
とりわけ、子どもたちが涙を流す場面や、市民が盾になり戦車の侵攻を食い止め
ようとする映像が印象に残っています。題名の「それ」は戦争を意味しています。
佐世保美術展のデザイン部門で佐世保美術振興会賞を受賞した作品です。

編
集
後
記

　出
生
率
は
低
下
し
将
来
を
担
う
若
者
が
激
減

し
、
空
き
家
問
題
は
深
刻
化
し
て
、
い
ず
れ
町

す
ら
も
使
い
捨
て
ら
れ
る
と
聞
く
と
暗
い
気
持

ち
に
な
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
視

点
を
変
え
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
予
算
が
増
大
す
る

と
、
一
人
当
た
り
が
使
え
る
教
育
・
福
祉
・
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
お
金
が
格
段
に
増
え
る
。

　本
町
を
見
て
も
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
新
し
い
流
れ
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
誰
に
で
も
活

躍
の
場
は
か
つ
て
の
何
倍
も
広
が
っ
て
い
る
。

　大
変
な
時
代
に
生
ま
れ
た
と
思
う
か
、
面
白

い
時
代
に
巡
り
会
え
た
と
思
う
か
は
、
あ
な
た

次
第
。

　ま
た
、
町
民
皆
さ
ん
の
『
声
』
を
直
接
聴
く

こ
と
が
、
議
員
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
す
。

意
見
交
換
会
な
ど
、
お
り
に
触
れ
、『
議
会
だ
よ

り
』
に
掲
載
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　来
月
、
６
期
24
年
で
勇
退
さ
れ
る
一
瀬
政
太

町
長
に
最
大
の
賛
辞
と
敬
意
を
衷
心
よ
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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議
会
だ
よ
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●
令
和
４
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８
月
12
日
発
行

●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
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３
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９
１
波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　
印
刷
／
有
限
会
社
井
手
写
真
製
版

傍聴者の声 6
いただいたご意見を紹介します。
月定例会には延べ61人の傍聴者がありました。

　傍聴席が暑かった。飲水できればよかった。
　テレビで議会を見たことはあったが、資料を見ながら
実際に聞くことで内容が理解しやすかった。傍聴できる
ことをもっと呼びかければ、町の運営などに町民（特に
若者）も興味を示すと思った。　　　　　　　 （20代）

　分収林についての問題点はないのか。以前、ある
議員が質問されたと記憶しているが、その後、町と
して問題ないのか。住民として分収林への理解が十
分でないと感じる。                           （70代以上）

　芝桜ほか、花は咲いたら
きれいだが、手入れを考え
なければたいへんなことに
なる。　　　　（70代以上）

　モニターが見づらかった。
　新議場では改善されることを
望む。　　　　　　　  （60代）

議会の取組みについて

発
行
責
任
者

議会広報調査 特別委員会

次回定例会は９月28日から10月18日までを予定しています。

　議会は住民に代わって町の施策を決定し、その執行状況を監視する役割を担って
います。現在の議会に求められていることは、
① 活発な自由討議・・議員同士で自由な討議を行い、問題点を見出し整理する。
② 積極的な情報公開・・議会で行った議論はすべて住民に公開する。
③ 住民との対話・・住民の意見を聞いて住民と話し合う場を設ける。
などが挙げられます。どの項目も住民の皆さんに納得いただけるものになるよ

う努力して参ります。現在は議会としてやるべきことを洗い出し、実行に移すべく、議会基本条
例の制定に向けて議論を重ねています。
　これからも、みなさんのご意見・ご要望をお寄せください。　　　　　　　議長　百武 辰美
　



















北村　清美　 議員 田添　有喜 議員 岡村　達馬 議員 
学校、地域と
一緒に守りたい

最小の経費で
最大の効果を

子供たちの
安心・安全の確保は首長の考え方は

議員教育長

教育長町長
早期対応を
心がけている

道路の陥没箇所は

町長

雨の日の通学

重尾行のバス

標識撤去

答弁をする
一瀬町長

　
近
年
は
長
期
間
あ
る
い
は
短

期
集
中
型
の
異
常
降
雨
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
地
震
も
多
発
し

て
い
る
。子

供
た
ち
を
守
る
た
め
、

学
校
は
自
然
災
害
対
応

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
臨
時
休
校
や
集

団
下
校
な
ど
の
対
応
を
取
り
、

保
護
者
に
も
連
絡
を
し
て
い
る
。

学
校
の
安
全
を
守
る
た

め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
と
地
域
、
関
係
者
と
の
相

互
協
力
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
全
校
に

設
置
し
た
。
不
審
者
へ

は
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
行
動
す
る
。
地
域
と
は

避
難
確
保
計
画
に
よ
り
対
応
し

た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に

よ
る
教
育
や
実
践
成
果

は
出
て
い
る
か
。

ま
だ
慣
れ
る
段
階
で
あ

る
。

　
路
線
バ
ス
の
撤
退
や
運
行
変

更
に
伴
い
、
公
共
交
通
機
関
が

利
用
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

佐
世
保
・
嬉
野
線
が
大

幅
に
減
便
さ
れ
た
。
町

民
生
活
へ
の
支
障
が
出
て
き
て

い
る
が
。当

路
線
は
極
め
て
重
要

な
路
線
で
あ
る
。
西
肥

バ
ス
に
実
情
を
し
っ
か
り
伝
え

た
い
。

今
の
バ
ス
運
行
で
は
町

の
衰
退
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
免
許
証
返
納

へ
の
影
響
も
大
き
い
。

議員教育長教育長

議員町長

本
町
で
も
公
共
交
通
が

利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
る
。

議員
　
町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
、
道
路
環
境
の
整

備
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

道
路
標
識
の
設
置
や
撤

去
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
要
望
を
行
っ
て

い
る
か
。要

望
し
て
い
る
が
規
制

を
伴
う
道
路
標
識
は
県

公
安
委
員
会
が
設
置
や
撤
去
を

行
っ
て
い
る
。

住
民
の
安
心
・
安
全
な

生
活
を
守
る
た
め
に
町

と
し
て
し
っ
か
り
と
要
望
を

行
っ
て
は
。交

通
規
制
に
か
か
る
要

望
は
、
川
棚
警
察
署
に

連
絡
し
協
議
を
行
っ
て
対
応
し

て
い
る
。

　
教
育
の
充
実
は
、
町
の
発
展

や
人
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
り
、

課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

昭
和
41
年
４
月
に
建
設

さ
れ
た
波
佐
見
町
教
員

住
宅
の
使
用
状
況
は
。

教
員
の
使
用
が
な
く
老

朽
化
し
今
後
の
使
用
が

見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
行

議員
　
６
月
７
日
、
町
長
は
町
長
選

挙
に
不
出
馬
を
表
明
さ
れ
た
。

６
期
24
年
の
実
績
は
見

事
で
あ
る
。
気
力
、
体

力
を
維
持
し
な
が
ら
の
旺
盛
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
称
賛
に
値

す
る
。
町
長
の
自
己
評
価
は
。

財
政
状
況
が
最
悪
の
状

態
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
の
た
め
に
走
り
続
け

た
結
果
の
24
年
間
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
政
権
交
代
に
よ
る
国

策
の
大
規
模
な
変
更
も
経
験

し
、
３
町
合
併
破
綻
に
よ
る
焦

燥
感
も
味
わ
っ
た
。
波
佐
見
焼

の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
格
段
に
賑

わ
い
を
増
し
た
陶
器
ま
つ
り
、

農
政
に
お
け
る
大
型
圃
場
整
備

や
集
落
営
農
へ
の
転
換
、
工
業

団
地
造
成
と
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
、
観
光
立
町
を
宣

言
し
観
光
や
文
化
の
振
興
、
高

齢
者
福
祉
の
支
え
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
確
保
に
よ
る
財
源
確
保

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

首
長
の
姿
勢
、
考
え
方

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

地
域
の
特
性
を
活
か

し
、
現
状
を
分
析
共
用

し
、
対
策
方
法
を
練
り
、
そ
し

て
目
標
を
掲
げ
実
践
す
る
。
国

や
県
の
施
策
等
を
踏
ま
え
町
が

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
大
所
高

所
か
ら
検
討
し
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
行
政
の
最
大
の

経
営
資
源
は
職
員
で
あ
り
、
そ

の
能
力
を
い
か
に
発
揮
で
き
る

環
境
を
つ
く
れ
る
か
、
そ
れ
が

肝
要
か
と
思
う
。

政
財
産
と
し
て
の
用
途
は
廃
止

し
、
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し

て
い
る
。小

中
学
校
に
お
け
る

「
い
じ
め
」や「
不
登
校
」

の
実
態
は
ど
う
か
。

昨
年
度
末
の
県
へ
の
報

告
は
、「
不
登
校
」が
22

名
、「
い
じ
め
」が
４
件
で
あ
る
。

休
日
の
部
活
動
の
地
域

移
行
へ
の
取
組
み
は
ど

う
か
。
県
は
令
和
６
年
か
ら
地

域
移
行
を
開
始
す
る
が
。

関
係
団
体
に
は
、
概
略

を
説
明
し
て
い
る
。
本

町
ら
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
検

討
し
、
将
来
に
向
け
て
協
議
を

重
ね
検
討
す
る
。

　

町長

教育長議員町長

議員町長

議員

議員

議員

町長

町長

議員教育長

陥没場所

造成当初の工業団地

議員教育長 　児童生徒の安心
安全はみんなで守
りたい。
　佐世保行バスの不便解消を
　　　　　急ぐ必要がある。

つぶ
　やき

　「いじめ」は本当
に４件だけなのか？
道路標識の設置は
公安委員会が設置するが、
　　　　　住民を守るために
　　　　　町として積極的に
　　　　　要望してほしい。

つぶ
　やき　もう一期

出馬してほ
しかった。
　　　　残念です。

つぶ
　やき
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づ
く

り
の
実
現
の
た
め
に
走
り
続
け

た
結
果
の
24
年
間
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
政
権
交
代
に
よ
る
国

策
の
大
規
模
な
変
更
も
経
験

し
、
３
町
合
併
破
綻
に
よ
る
焦

燥
感
も
味
わ
っ
た
。
波
佐
見
焼

の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
格
段
に
賑

わ
い
を
増
し
た
陶
器
ま
つ
り
、

農
政
に
お
け
る
大
型
圃
場
整
備

や
集
落
営
農
へ
の
転
換
、
工
業

団
地
造
成
と
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
、
観
光
立
町
を
宣

言
し
観
光
や
文
化
の
振
興
、
高

齢
者
福
祉
の
支
え
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
確
保
に
よ
る
財
源
確
保

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

首
長
の
姿
勢
、
考
え
方

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

地
域
の
特
性
を
活
か

し
、
現
状
を
分
析
共
用

し
、
対
策
方
法
を
練
り
、
そ
し

て
目
標
を
掲
げ
実
践
す
る
。
国

や
県
の
施
策
等
を
踏
ま
え
町
が

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
大
所
高

所
か
ら
検
討
し
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
行
政
の
最
大
の

経
営
資
源
は
職
員
で
あ
り
、
そ

の
能
力
を
い
か
に
発
揮
で
き
る

環
境
を
つ
く
れ
る
か
、
そ
れ
が

肝
要
か
と
思
う
。

政
財
産
と
し
て
の
用
途
は
廃
止

し
、
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し

て
い
る
。小

中
学
校
に
お
け
る

「
い
じ
め
」や「
不
登
校
」

の
実
態
は
ど
う
か
。

昨
年
度
末
の
県
へ
の
報

告
は
、「
不
登
校
」が
22

名
、「
い
じ
め
」が
４
件
で
あ
る
。

休
日
の
部
活
動
の
地
域

移
行
へ
の
取
組
み
は
ど

う
か
。
県
は
令
和
６
年
か
ら
地

域
移
行
を
開
始
す
る
が
。

関
係
団
体
に
は
、
概
略

を
説
明
し
て
い
る
。
本

町
ら
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
検

討
し
、
将
来
に
向
け
て
協
議
を

重
ね
検
討
す
る
。

　

町長

教育長議員町長

議員町長

議員

議員

議員

町長

町長

議員教育長

陥没場所

造成当初の工業団地

議員教育長 　児童生徒の安心
安全はみんなで守
りたい。
　佐世保行バスの不便解消を
　　　　　急ぐ必要がある。

つぶ
　やき

　「いじめ」は本当
に４件だけなのか？
道路標識の設置は
公安委員会が設置するが、
　　　　　住民を守るために
　　　　　町として積極的に
　　　　　要望してほしい。

つぶ
　やき　もう一期

出馬してほ
しかった。
　　　　残念です。

つぶ
　やき
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藤川　法男 議員 尾上　和孝 議員 岡村　真由美 議員 
行政も研究する
時期にきている　

何ができるか
研究する

資材高騰の支援は

町長町長
流通状況を
見極めたい

軽自動車税の免税は 「荒れ地」への対応は

町長

芝桜

町民霊園の無縁墓

近隣住民が管理している「荒れ地」

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
管
理

者
不
在
で
放
置
さ
れ
続
け
る
墓

地
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

無
縁
墓
地
の
取
扱
い
は
。

　解
体
・
撤
去
に
は
官
報

に
公
告
を
出
し
継
承
者

の
申
し
出
を
待
つ
必
要
が
あ

る
。

い
つ
亡
く
な
っ
た
人
か

ら
公
告
を
出
す
の
か
。

わ
か
ら
な
い
。

町
民
霊
園
の
外
側
に
無

縁
墓
地
の
墓
石
が
運
ば

れ
並
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ま
ま

で
放
置
す
る
の
か
。

霊
園
外
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
改
葬
後
の
墓
石
と

考
え
て
お
り
、
現
状
の
ま
ま
に

す
る
。

　
空
き
家
や
荒
れ
地
も
増
加
し

て
い
る
。相

続
登
記
が
的
確
に
な

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
や

土
地
の
面
積
は
。

家
屋
は
全
体
の
約
11

％
、
農
地
は
17
％
、
山

林
は
16
％
。荒

れ
地
を
地
域
住
民
が

見
か
ね
て
管
理
し
て
い

る
。
法
的
に
問
題
は
あ
る
か
。

問
題
は
な
い
が
、
管
理

者
と
思
わ
れ
る
人
と
相

談
し
て
行
っ
た
方
が
良
い
。「
荒

れ
地
」
問
題
は
、
町
と
し
て
も

対
応
を
研
究
す
る
時
期
に
き
て

い
る
。

議員町長

議員町長

議員
　
更
な
る
来
客
ア
ッ
プ
を
図
る

に
は
、
窯
業
・
農
業
は
も
と
よ

り
、
美
し
い
自
然
を
生
か
す
手

法
が
あ
る
。

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
や
鴻
ノ
巣

公
園
、
桜
づ
つ
み
な
ど

に
芝
桜
の
植
栽
が
で
き
な
い
か
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。

　
町
民
霊
園
は
長
年
に
わ
た
り

墓
標
が
な
い
区
画
が
あ
る
。

永
代
使
用
料
13
万
円
を

い
く
ら
か
で
も
還
付
で

き
た
ら
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

く
と
思
う
が
、
還
付
に
関
わ
る

条
例
の
一
部
見
直
し
が
で
き
な

い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　
販
売
目
的
の
軽
自
動
車
に
か

か
る
自
動
車
税
に
お
い
て
隣
県

市
町
で
は
免
税
、
本
町
で
は
課

税
で
あ
る
。
町
内
の
自
動
車
販

売
業
者
は
中
古
車
販
売
に
お
い

て
不
利
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
近
隣

市
町
同
様
に
免
税
で
き

な
い
か
。

議員
　
本
町
の
主
な
産
業
と
し
て
窯

業
・
農
業
・
観
光
業
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
振
興
は
町
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

窯
業
界
で
は
資
材
高
騰

が
通
常
の
生
産
に
影
響

し
、
効
果
的
な
支
援
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

工
業
組
合
な
ど
か
ら
も

聞
い
て
承
知
し
て
い

る
。
陳
情
や
要
望
も
あ
り
、
何

を
で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

「
麦
わ
ら
焼
き
」
は
、

毎
年
住
民
の
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
て
い
る
。「
麦
わ
ら
す
き

込
み
」
に
す
れ
ば
地
球
温
暖
化

防
止
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み

に
な
る
。
そ
の
支
援
は
。

麦
わ
ら
に
つ
い
て
交
付

金
が
あ
る
の
は
一
大
産

地
の
福
岡
、
佐
賀
で
本
県
は
無

い
。

農
薬
や
窒
素
肥
料
な
ど

も
高
騰
し
て
い
る
。
取

り
巻
く
環
境
は
更
に
厳
し
い
。

住
民
ト
ラ
ブ
ル
解
消
も
含
め
、

「
麦
わ
ら
す
き
込
み
」
事
業
を
推

進
す
る
考
え
は
。

作
物
に
は
、
窒
素
・
リ

ン
・
カ
リ
ウ
ム
が
必
要

で
輸
入
価
格
は
２
倍
に
な
っ

た
。
水
田
に
「
麦
わ
ら
す
き
込

み
」
す
る
と
窒
素
の
半
分
を
補

え
る
。
麦
わ
ら
焼
き
の
煙
を
含

め
検
討
・
研
究
を
し
た
い
。

　
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
長
期
化
し
て
い
る
。

計
画
の
変
更
が
必
要
と

の
声
も
あ
る
が
ど
う

か
。

令
和
２
年
か
ら
事
業
の

見
直
し
、
規
模
縮
小
を

含
め
、
計
画
の
変
更
を
検
討
し

て
い
る
。 現

在
の
と
こ
ろ
販
売
用

軽
自
動
車
に
対
す
る
課

税
免
除
制
度
を
設
け
る
予
定
は

な
い
。

　
今
後
、
他
市
町
の
動
向
や
本

町
中
古
車
自
動
車
の
流
通
状
況

を
見
極
め
た
い
。

　

町長 議員町長

議員町長

町長

町長 議員議員町長議員

議員町長議員

町長

　町民霊園の無縁

墓地の改葬処理及

び官報への公告掲載に要する

　　　　　費用を、町はどう

　　　　　考えているのか。

つぶ
　やき

　本町でも免税に
し、町内業者から
中古車を買う人が
少しでも安く購入できるよう
　　　　　すべきと思う。

つぶ
　やき

　３年ぶりの陶器
まつりは久々の賑
わいを見せた。
　陶器まつりがいかに期待さ
　　　　　れているのかを確
　　　　　信できた。

つぶ
　やき

町民霊園

西ノ原土地区画整理事業区域

議員町長

町長
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三石　孝 議員 脇坂　正孝 議員 今井　泰照 議員 
状況を踏まえ、
対応していきたい

既存の基金を
整理のうえ考える

自治会への支援は地場産業支援の
基金新設を

議員町長

町長町長
計画どおり
実施する

教育委員会移転の見直しを

教育長

　「奨学金返還支
援費補助金」につ
いては、現在２件
の認定と答弁があった。
　　　　　対象者は、ぜひ
　　　　　利用してほしい。

つぶ
　やき

　
自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
郷
内
各
世
帯
の
自
治
会

費
に
は
月
額
１
２
０
０
円
程
の

開
き
が
あ
る
。

自
治
会
費
が
高
い
地
区

で
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　
新
た
な
支
援
措
置
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
な

ど
に
伴
い
自
治
会
活
動

に
影
響
が
出
て
く
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　
地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

は
対
象
事
業
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
状
況
が
厳
し

い
自
治
会
に
は
補
助
率
を
上
乗

せ
し
て
い
る
。

　
自
治
振
興
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
に
予
算
額
を

１
０
０
万
円
増
額
し
た
。

自
治
振
興
交
付
金
の
増

額
や
均
等
割
の
割
合
を

上
げ
ら
れ
な
い
か
。

今
年
度
に
十
分
協
議
し

次
年
度
に
そ
の
よ
う
な

形
で
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

で
「
奨
学
金
返
還
支
援
費
補
助

金
」
が
計
上
さ
れ
た
。

町
内
す
べ
て
の
事
業
所

を
対
象
に
で
き
な
い
か
。

窯
業
関
係
や
保
育
所
な

ど
人
材
確
保
が
厳
し
い

４
業
種
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
今
後
の
意
見
・
要
望
を
踏
ま

え
、
検
討
す
る
。

議員議員

教育長

議員
　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
新
庁

舎
移
転
は
、
不
平
や
不
満
、
反

対
の
声
を
多
く
聴
く
。

移
転
に
つ
い
て
文
化
・

体
育
団
体
な
ど
町
民
の

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。

教
育
委
員
会
所
管
の
ど

の
団
体
ま
で
説
明
し
た

の
か
。

教
育
委
員
会
、
社
会
教

育
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

体
育
協
会
、
文
化
協
会
な
ど
に

説
明
し
た
。

も
っ
と
丁
寧
な
説
明
が

必
要
で
は
な
い
か
。

あ
ら
ゆ
る
諸
団
体
・
個

人
に
対
し
、
個
別
に
対

応
し
た
い
。

移
転
後
、
職
員
不
在
と

な
る
総
合
文
化
会
館
の

公
民
館
機
能
・
教
育
施
設
と
し

て
の
役
割
は
ど
う
な
る
の
か
。

公
民
館
機
能
や
教
育
施

設
と
し
て
の
役
割
が
な

く
な
っ
た
り
弱
ま
る
こ
と
は
な

い
。

移
転
後
、
事
務
局
の
管

理
運
営
及
び
そ
の
経
費

は
ど
う
な
る
の
か
。

施
設
管
理
は
他
に
委
託

す
る
こ
と
に
な
る
。
経

費
は
詳
細
に
検
討
し
て
い
な

い
。

議員
　
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
本
町

誕
生
直
後
に
着
手
、
昭
和
36
年

に
完
成
し
た
。
旧
上
波
佐
見
町

と
下
波
佐
見
村
の
合
流
点
で
あ

る
宿
郷
に
位
置
す
る
。

　
合
併
時
の
混
乱
期
に
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
町
民
の
融
和
・
団

結
を
促
そ
う
と
い
う
当
時
の
町

長
の
想
い
が
推
察
さ
れ
る
。
　

　
今
ま
で
町
の
支
援
も
な
く
運

営
さ
れ
て
き
た
が
、
運
動
会
や

球
技
大
会
・
遠
足
な
ど
に
広
く

活
用
さ
れ
て
い
る
。

側
溝
が
未
整
備
の
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土

砂
と
山
手
の
崩
落
砂
岩
が
流
出

し
、
下
方
に
堆
積
し
問
題
化
し

て
い
る
。
利
用
者
の
安
全
も
考

慮
し
、
積
極
的
に
整
備
で
き
な

い
か
。

歴
史
的
意
味
合
い
は
、

よ
く
わ
か
っ
た
。
５
地

区
の
発
意
で
で
き
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
５
地
区
で
整
備
し
て

ほ
し
い
。

　
地
場
産
業
の
窯
業
・
農
業
・

観
光
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

不
況
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
影
響

で
、
資
材
や
燃
料
費
な
ど
の
高

騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

国
・
県
の
支
援
は
あ
る

が
、
町
単
独
の
支
援
も

必
要
と
考
え
る
。
そ
の
際
の
財

源
と
し
て
、
基
金
の
新
設
は
で

き
な
い
か
。

　　
町
の
施
設
に
未
だ
に
廃
焼
却

炉
が
残
置
し
て
い
る
。

健
康
上
有
害
な
物
質
の

残
留
が
予
想
さ
れ
、
早

急
な
撤
去
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
。

町
施
設
に
６
基
が
残
置

し
経
年
劣
化
も
進
ん
で

い
る
。
現
況
調
査
を
行
い
、
緊

急
度
を
勘
案
し
、
順
次
、
撤
去

し
た
い
。

　
　教委事務局の新
庁舎移転は、説明
不足のまま進行し
ている。総合文化会館の利用
　　　　　者などを対象に説
　　　　　明会を実施すべき。
　　　　　手続きが重要。

つぶ
　やき

　人々の営みを
『歴史』というので
あれば、本町も突然
現れたのではないはず。
　　　　　歴史的な人も物も
　　　　　事も尊重される行
　　　　　政であるべきでは。

つぶ
　やき

町長議員 町長

教育長教育長

教育長

撤去が必要な廃焼却炉

町長

議員教育長議員

議員議員教育長

議員

中央グラウンド測溝の様子

波佐見町奨学金返還支援制度の
対象者要件

 

波佐見町に居住し町内の陶磁器産業及び
関連事業・認定こども園及び保育園・介
護事業所に就労している満３０歳未満で
今後５年間町に居住する意志のある方

 

 

 

 総合文化会館

現
在
、
多
く
の
基
金
が

存
在
す
る
、
ま
ず
は
基
金
の
整

理
を
行
い
た
い
。
そ
の
上
で
、

産
業
振
興
に
使
え
る
よ
う
な
基

金
の
造
成
を
考
え
て
い
く
。

町長
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委員会

レポート
総務文教委員会

消防団の出席者　　団長：三石和広　　  副団長：馬場正弘　髙島 晃

○議員からの主な質問と役員の回答
１　団員の実員不足について
　  令和４年４月１日現在、定員330名に対し団員287名で、43名の欠員である。

団員の減少で活動に支障はないか。
今のところ大きな支障はないが、今後を考えると苦慮している。
新たな団員の加入・確保はどうしているのか。
入団対象者がどこにいるのか不明であり、自治会などに相談している。
退団の年齢は何歳位か。また、延長策はどうしているか。
分団長を41～43歳で経験後、45～46歳で退団するケースが多い。
定年制はなく、50歳位までは十分活動できるので、退団時期の延長をお願いしている。

２  分団の再編成について
管轄地域の面積や人口により分団員数に
差がある。例えば、現在の８分団を５分
団にするなど、再編成や各分団の定員見
直しが必要ではないか。
今のところ、考えていない。自治会と密
接な関係があり、協議が必要である。

３  団員の処遇改善、分団の活動費について
分団の活動費は、分団間や負担する自治会間などで大きな差がある。町負担とできないか。

（総務課長）町負担は制度的に厳しい。活動費負担の統一は、自治会の経緯もあり難しい。
　

産業厚生委員会委員会

レポート

　園長先生や主任の先生方と意見交換を行った。16日が「アナンダこども園」「蓮池保育園」
「鴻ノ巣保育園」、17日が「光輪はさみこども園」「白毫保育園」。

調査項目1　保育の「場」を巡る課題と動向について
・こども園や保育園の園児数は、ほぼ定員数を満たしている。
・コロナ禍で多くのイベントや運動会なども時間短縮している。
・波佐見町は子育て支援をよくやっていただいて

いるが、コロナ対策などで園に判断を任され、
とても負担を感じた。

・国からの通知など情報の処理にもかなりの時間
を要している。対応の判断をするときに頼みと
するのは、やはりこの地域の実情を一番把握し
ている役場である。

《所見》
　各園の定数はほぼ満たされている。幼児教育を望まれる保護者もいるが、職員の処遇改善も
できない中とても対応できない状態にあるということがよく理解できた。

調査項目2　保育者を巡る現状と懸念について
・保育者については不足気味ではあるが、補充はできない状況にある。
・こども園や保育園は本当に休憩が取れない。
・子供たちから目が離せない。
・保育士は保育のプロであるが、障がいや保護者支援など専門外の諸分野の対応についても国や

県から要請があっており、何とか対応している状況である。

　子ども・健康保険課へはそれぞれのこども園や保育園が抱える問題や課題と行政の指導などに
ついて調査を行った。施設の老朽化に対する取組みや子供たちから目が離せないことなどによる
先生方のメンタルケアなど、6項目。

《所見》
　コロナの検査機関については町内でできないかとの懸念も示されたが、全体的に波佐見町の
取組みや支援については各園からも良くやっていただいているとの意見が多くあり、委員会と
しては、これからも現場の声を行政に伝えていきたい。

産業厚生委員会は、5月16日、17日にこども園・保育園との意見
交換会を行った。

意見交換会を受け、5月17日は子ども・健康保険課の調査も行った。

総務文教委員会は、５月25日に総務課を交え、町消防団役員との
意見交換会を行った。

問
答

問

答

問
答

問
答
問
答

分団による消防訓練

《所見》
　町民の安全と安心を守り、財産を災害から守る消防団役員との協議会を実施した。
　消防団は、火事や災害など有事のときのみならず、常日頃から訓練や練習を積み上げてい
る。昼夜を問わず休日に関係なく活動されていることに、改め
て敬意を表したい。
　上記のような意見は長年の課題で、今年度から処遇の改善が
あったことは喜ばしい。しかし、まだ大きな課題が残り新たな
課題も生じている。
　議会として、今後とも消防団からの意見・要望を聴き、町当
局に働きかけるなど、改善すべき点は改善するよう努めたい。

園からの声園からの声

園からの声園からの声

・ラッパ隊の活動経費は措置してあるが、改善をお願いする。
また、本日の意見は、今後の消防行政に活かしてほしい。

・団員の減少対策と、加入促進をお願いする。　　
・大きな火災などに対応するため、ドローンは必要。整備及び

資格取得の推進を図ってほしい。

《所見》
　保育者（先生方）は本当に忙しい。
早出の勤務から業務や残業を減らして
いきたいが、休息や休憩も取れない状
況にあるとのこと。ぜひ現場を見てほ
しいとの声もあり、今後は園訪問も計
画したい。

消防団からの声消防団からの声
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委員会

レポート
総務文教委員会

消防団の出席者　　団長：三石和広　　  副団長：馬場正弘　髙島 晃
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今のところ大きな支障はないが、今後を考えると苦慮している。
新たな団員の加入・確保はどうしているのか。
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産業厚生委員会委員会

レポート
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・コロナ禍で多くのイベントや運動会なども時間短縮している。
・波佐見町は子育て支援をよくやっていただいて

いるが、コロナ対策などで園に判断を任され、
とても負担を感じた。

・国からの通知など情報の処理にもかなりの時間
を要している。対応の判断をするときに頼みと
するのは、やはりこの地域の実情を一番把握し
ている役場である。

《所見》
　各園の定数はほぼ満たされている。幼児教育を望まれる保護者もいるが、職員の処遇改善も
できない中とても対応できない状態にあるということがよく理解できた。

調査項目2　保育者を巡る現状と懸念について
・保育者については不足気味ではあるが、補充はできない状況にある。
・こども園や保育園は本当に休憩が取れない。
・子供たちから目が離せない。
・保育士は保育のプロであるが、障がいや保護者支援など専門外の諸分野の対応についても国や

県から要請があっており、何とか対応している状況である。

　子ども・健康保険課へはそれぞれのこども園や保育園が抱える問題や課題と行政の指導などに
ついて調査を行った。施設の老朽化に対する取組みや子供たちから目が離せないことなどによる
先生方のメンタルケアなど、6項目。

《所見》
　コロナの検査機関については町内でできないかとの懸念も示されたが、全体的に波佐見町の
取組みや支援については各園からも良くやっていただいているとの意見が多くあり、委員会と
しては、これからも現場の声を行政に伝えていきたい。

産業厚生委員会は、5月16日、17日にこども園・保育園との意見
交換会を行った。

意見交換会を受け、5月17日は子ども・健康保険課の調査も行った。

総務文教委員会は、５月25日に総務課を交え、町消防団役員との
意見交換会を行った。
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分団による消防訓練

《所見》
　町民の安全と安心を守り、財産を災害から守る消防団役員との協議会を実施した。
　消防団は、火事や災害など有事のときのみならず、常日頃から訓練や練習を積み上げてい
る。昼夜を問わず休日に関係なく活動されていることに、改め
て敬意を表したい。
　上記のような意見は長年の課題で、今年度から処遇の改善が
あったことは喜ばしい。しかし、まだ大きな課題が残り新たな
課題も生じている。
　議会として、今後とも消防団からの意見・要望を聴き、町当
局に働きかけるなど、改善すべき点は改善するよう努めたい。

園からの声園からの声

園からの声園からの声

・ラッパ隊の活動経費は措置してあるが、改善をお願いする。
また、本日の意見は、今後の消防行政に活かしてほしい。

・団員の減少対策と、加入促進をお願いする。　　
・大きな火災などに対応するため、ドローンは必要。整備及び

資格取得の推進を図ってほしい。

《所見》
　保育者（先生方）は本当に忙しい。
早出の勤務から業務や残業を減らして
いきたいが、休息や休憩も取れない状
況にあるとのこと。ぜひ現場を見てほ
しいとの声もあり、今後は園訪問も計
画したい。
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波佐見高校　美術・工芸科２年
島﨑 瀬璃伽
しまざき　せ　り　か

今月の
はさみの人 さん

令和4年度 第55回 佐世保美術展 デザイン部門 佐世保美術振興会賞 『それ』

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
？

南小６年生　議場へ

ここに
注目！

町へのおもい語る

毎日ニュースで取り上げられるロシアのウクライナ侵攻に関するニュース。
とりわけ、子どもたちが涙を流す場面や、市民が盾になり戦車の侵攻を食い止め
ようとする映像が印象に残っています。題名の「それ」は戦争を意味しています。
佐世保美術展のデザイン部門で佐世保美術振興会賞を受賞した作品です。
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傍聴者の声 6
いただいたご意見を紹介します。
月定例会には延べ61人の傍聴者がありました。

　傍聴席が暑かった。飲水できればよかった。
　テレビで議会を見たことはあったが、資料を見ながら
実際に聞くことで内容が理解しやすかった。傍聴できる
ことをもっと呼びかければ、町の運営などに町民（特に
若者）も興味を示すと思った。　　　　　　　 （20代）

　分収林についての問題点はないのか。以前、ある
議員が質問されたと記憶しているが、その後、町と
して問題ないのか。住民として分収林への理解が十
分でないと感じる。                           （70代以上）

　芝桜ほか、花は咲いたら
きれいだが、手入れを考え
なければたいへんなことに
なる。　　　　（70代以上）

　モニターが見づらかった。
　新議場では改善されることを
望む。　　　　　　　  （60代）

議会の取組みについて

発
行
責
任
者

議会広報調査 特別委員会

次回定例会は９月28日から10月18日までを予定しています。

　議会は住民に代わって町の施策を決定し、その執行状況を監視する役割を担って
います。現在の議会に求められていることは、
① 活発な自由討議・・議員同士で自由な討議を行い、問題点を見出し整理する。
② 積極的な情報公開・・議会で行った議論はすべて住民に公開する。
③ 住民との対話・・住民の意見を聞いて住民と話し合う場を設ける。
などが挙げられます。どの項目も住民の皆さんに納得いただけるものになるよ

う努力して参ります。現在は議会としてやるべきことを洗い出し、実行に移すべく、議会基本条
例の制定に向けて議論を重ねています。
　これからも、みなさんのご意見・ご要望をお寄せください。　　　　　　　議長　百武 辰美
　


